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YouTubeチャンネル
『連合新潟TV』
でも視聴できます

活発な意見交換を行いました

寒さに負けず元気よくシュプレヒコール

屋外開催で一般市民に向けても春季
生活闘争の重要性をアピール

（右から）決意表明の新保輝明さん（Ｕ
Ａゼンセン）、木村和貴さん（ＪＥＣ
連合）、佐藤良太さん（日教組）

新潟駅をバックに、最後までの粘り強い取り組みを誓い合いました！

政労使会議共同宣言

飛田副会長（中央）から
産業課題を共有　　　　

連 合 新 潟
ホームページ

(1) 第421号 2026年３月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

3月の主な活動
	 2日	 労使懇談会

	 6日	中小企業団体中央会要請

	 	 商工会連合会要請

	 7日	 第2回地協代表者会議

	 	 第32回にいがたユニオン
	 	 　　　　　　定期大会

	 9日	 労働局要請

	12日	 北陸ブロック代表者会議

	14日	 国際女性デー
	 	 　第32回にいがた集会

	19日	 第5回四役会議

	27日	 第5回執行委員会
持
続
的
な
賃
上
げ
の

�

実
現
に
向
け
て

賃
上
げ
の
必
要
性
を
労
使
で
共
有

第
38
回
新
潟
県
労
使
懇
談
会
を
開
催

新潟政労使会議共同宣言
～ 持続的な賃上げの実現に向けて ～
　少子化に加え若者の県外流出等による人口
減少が進む中で、新潟県経済の持続的な発展
と県民生活の更なる向上は、オール新潟で取
り組むべき重要な課題です。
　そのためには、物価上昇を上回る賃上げの
実現に向け、県内企業が持続的に賃上げを行
うことができる環境を整えることが重要であ
り、新潟政労使会議は、こうした認識を共有
し、以下の取組を相互に連携・協力し推進す
ることを宣言します。
１　物価上昇を上回る持続的な賃上げの実
現に向けた環境整備
２　「パートナーシップ構築宣言」の更な
る普及拡大や適切な価格転嫁の促進
３　付加価値向上による収益力強化の実現
に向けた支援
４　働き方改革推進による労働環境の改善
と、労働生産性の向上、人材の確保・育
成の実現に向けた支援
５　政労使による「オール新潟」の緊密な
連携体制構築と情報の周知・共有

令和８年２月19日
新 潟 政 労 使 会 議
新　潟　県� 知 事　花角　英世
日本労働組合総連合会新潟県連合会
� 　会 長　小林　俊夫
一般社団法人新潟県経営者協会�会 長　殖栗　道郎
一般社団法人新潟県商工会議所連合会
� 会 頭　廣田　幹人
新潟県商工会連合会� 会 長　早川　吉秀
新潟県中小企業団体中央会� 会 長　浜田　忠博
新潟経済同友会� 筆頭代表幹事　吉田　至夫
新潟県社会保険労務士会� 会 長　藤田　英樹
新潟県市長会� 会 長　関口　芳史
新潟県町村会� 会 長　品田　　宏 
経済産業省関東経済産業局� 局 長　岩田　　泰
公正取引委員会事務総局�官房審議官（取引適正化担当）
� 向井　康二
厚生労働省新潟労働局� 局 長　福岡　洋志

　

２
月
19
日
、
新
潟
市
内
で

「
賃
金
引
上
げ
、
価
格
転
嫁
に

向
け
た
取
組
」
を
テ
ー
マ
に
、

新
潟
政
労
使
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
働
き
方
と
環

境
改
善
で
生
産
性
の
向
上
、
人

材
の
確
保
・
定
着
に
つ
な
げ
、

そ
れ
を
持
続
的
な
賃
上
げ
に
つ

な
げ
る
循
環
と
す
る
た
め
、

「
人
手
不
足
下
に
お
け
る
働
き

方
改
革
、
労
働
環
境
改
善
に
関

す
る
取
組
の
推
進
」
を
サ
ブ
テ

ー
マ
を
と
し
て
会
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
県
知
事
、
労
働
局
長
、

経
営
者
協
会
会
長
な
ど
12
の
団

　

２
月
28
日
、
連
合
新
潟
と
新

潟
地
協
は
、
Ｊ
Ｒ
新
潟
駅
南
口

中
央
広
場
で
「
２
０
２
６
春
季

生
活
闘
争 

新
潟
県
中
央
総
決

起
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
林
闘
争
委
員
長
（
連
合
新

潟
会
長
）
は
、
冒
頭
の
あ
い
さ

つ
で
、「
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
に

は
２
度
と
戻
ら
な
い
“
ノ
ー
モ

ア
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
”
の
決
意

を
社
会
全
体
で
共
有
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
２
０
２
６
春

季
生
活
闘
争
で
は
、
み
ん
な
で

日
本
の
実
質
賃
金
を
１
％
上
昇

軌
道
に
乗
せ
、
こ
れ
か
ら
の

“
賃
上
げ
ノ
ル
ム
”
と
し
て
い

く
こ
と
を
め
ざ
す
」
と
述
べ
た

働
く
仲
間
の
力
を
結
集
し

「
こ
だ
わ
ろ
う
！
く
ら
し
の
向
上 

ひ
ろ
げ
よ
う
！
仲
間
の
輪
」

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
勝
利
！
新
潟
県
中
央
総
決
起
集
会
を
開
催

今
年
も
新
潟
政
労
使
会
議
を
開
催

体
の
代
表
が
価
格
転
嫁
や
賃
上

げ
に
向
け
て
の
意
見
や
要
望
を

述
べ
、
労
働
団
体
を
代
表
し
て

出
席
し
た
連
合
新
潟
小
林
会
長

は
、
賃
上
げ
ノ
ル
ム
を
定
着
さ

せ
る
こ
と
の
共
通
認
識
を
持
つ

こ
と
を
、
出
席
者
に
働
き
か
け

ま
し
た
。

　

価
格
転
嫁
は
、
特
に
中
小
、

零
細
企
業
で
は
ま
だ
進
ま
な
い

状
況
で
は
あ
る
も
の
の
、
政
労

使
の
連
携
を
さ
ら
に
は
か
っ
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
、
賃
上
げ

に
向
け
た
環
境
整
備
な
ど
の
推

進
の
た
め
の
共
同
宣
言
を
行
な

い
ま
し
た
。（
左
記
参
照
）

　

ま
た
会
議
の
前
段
２
月
13
日

に
は
、
働
き
方
改
革
推
進
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
桑
原
事
務
局

長
が
出
席
。
今
年
度
中
に
「
働

き
方
改
革
推
進
行
動
計
画
（
仮

称
）」
を
策
定
し
、「
オ
ー
ル
新

潟
」
で
働
き
方
改
革
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

３
月
２
日
、
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
で
、

第
38
回
新
潟
県
労
使
懇
談
会
を
開
催

し
、
連
合
新
潟
か
ら
一
般
社
団
法
人

新
潟
県
経
営
者
協
会
へ
賃
上
げ
や
適

正
取
引
に
む
け
た
環
境
整
備
、
労
働

条
件
の
改
善
な
ど
、
２
０
２
６
春
季

生
活
闘
争
に
関
す
る
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

　

懇
談
会
の
冒
頭
、
連
合
新
潟
小
林

会
長
は
、
多
く
の
加
盟
組
合
で
人
手

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
現
状
に
あ

る
こ
と
、
実
質
賃
金
を
プ
ラ
ス
に
転

換
さ
せ
消
費
行
動
を
促
す
こ
と
の
必

要
性
、
良
い
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
は

相
応
の
値
が
つ
く
こ
と
を
社
会
全
体

に
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

な
ど
に
触
れ
つ
つ
、
物
価
上
昇
に
負

け
な
い
賃
上
げ
へ
の
理
解
を
求
め
、

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
新
潟
県
経
営
者
協

会
の
殖
栗
会
長
は
、
日
本
経
済
は
、

内
閣
府
の
経
済
白
書
な
ど
に
お
い
て

も
デ
フ
レ
状
態
に
な
い
と
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
景
気
の
上
向
き
に
対
し
、

私
た
ち
の
生
活
に
は
高
揚
感
が
感
じ

ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
求

め
ら
れ
る
の
は
、
適
切
な
価
格
転
嫁

を
押
し
進
め
、
成
長
と
分
配
の
好
循

環
を
生
じ
さ
せ
て
い
く
こ
と
。

　

人
へ
の
投
資
の
重
要
性
の
認
識
は

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
労
使
の

建
設
的
な
協
議
・
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
諸
課
題
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
各
産
業
・
各
企
業
が

抱
え
る
課
題
や
価
格
転
嫁
、
中
小
企

業
の
実
情
な
ど
、
情
報
の
共
有
を
含

め
た
幅
広
い
内
容
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

各
構
成
組
織
・
加
盟
組
合
に
お
い

て
も
、
春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
自
企
業
の
課
題
の
共
有

や
、
改
善
へ
向
け
た
対
策
な
ど
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
月
20
日
、
第
24
回
連
合
新

潟
推
薦
県
議
会
議
員
懇
談
会
を

開
催
し
、
推
薦
議
員
17
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
今
回
の
懇
談
会

は
、
３
月
中
旬
に
予
定
さ
れ
て

い
る
、
２
０
２
６
春
季
生
活
闘

争
に
関
わ
る
新
潟
県
へ
の
要
請

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
中
心

に
行
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
連
合
新
潟
・
小
林
会

長
か
ら
、
賃
上
げ
の
必
要
性
と

価
格
転
嫁
に
つ
い
て
、
働
き
方

を
含
め
た
人
手
不
足
に
関
し
て

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
連
合
新
潟
２
０
２

６
春
季
生
活
闘
争
方
針
の
概
要

説
明
を
行
い
、
意
見
交
換
で
は

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
に
関

わ
る
新
潟
県
へ
の
要
請
書
の
説

明
、
新
潟
県
内
に
お
け
る
価
格

転
嫁
の
状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
、

公
的
・
公
立
病
院
に
対
す
る
経

営
支
援
な
ど
を
中
心
と
し
た
内

容
を
議
題
と
し
ま
し
た
。
出
席

の
推
薦
議
員
か
ら
は
、
様
々
な

角
度
か
ら
多
く
の
質
問
や
意
見

が
発
言
さ
れ
、
今
後
に
つ
な
が

る
活
発
な
意
見
交
換
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
を
通
し
て
、
連
合

新
潟
の
政
策
に
関
す
る
考
え
方
、

働
く
者
の
立
場
に
立
っ
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
改
め
て
推
薦

議
員
と
意
思
合
わ
せ
を
す
る
事

が
で
き
、
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

連合新潟推薦県議
との連携を深めるため

懇談会を開催

う
え
で
、
前
年
を
上
回
る
賃
上

げ
の
実
現
の
た
め
に
も
、
最
後

ま
で
の
粘
り
強
い
交
渉
と
共
闘

体
制
の
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。

　

決
意
表
明
で
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
（
コ
メ
リ
ユ
ニ
オ
ン
）・
新

保
輝
明
さ
ん
は
、「
実
質
賃
金

は
い
ま
だ
に
マ
イ
ナ
ス
で
推
移

し
て
お
り
、
一
刻
も
早
く
プ
ラ

ス
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。
現
場

で
汗
を
か
き
頑
張
っ
て
い
る
組

合
員
に
報
い
る
賃
上
げ
、
労
働

条
件
改
善
を
勝
ち
取
り
、
消
費

拡
大
、
景
気
回
復
、
経
済
の
好

循
環
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
最
後
ま
で
粘

り
強
く
取
り
組
む
」
と
訴
え
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
（
日
揮
触
媒
化

成
労
働
組
合
）・
木
村
和
貴
さ

ん
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
化
学

産
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
厳
し

い
実
態
に
あ
る
。
そ
ん
な
中
、

現
場
の
組
合
員
は
、
厳
し
い
労

働
環
境
下
に
お
い
て
も
懸
命
に

働
き
社
会
を
支
え
て
い
る
。
前

年
を
上
回
る
賃
上
げ
、
労
働
条

件
の
改
善
は
、
組
合
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
み
な
ら
ず
、

産
業
全
体
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
も

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
強
い
意

志
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

日
教
組
（
新
潟
県
高
等
学
校

教
職
員
組
合
）・
佐
藤
良
太
さ

ん
は
、「
教
育
現
場
に
お
い
て

も
、
教
科
書
な
ど
の
機
材
が
高

騰
す
る
な
ど
、
物
価
上
昇
の
影

響
が
出
て
い
る
。
教
育
は
子
供

た
ち
の
権
利
で
あ
る
。
次
代
を

担
う
子
供
た
ち
の
教
育
の
充
実

の
た
め
に
は
、
保
護
者
で
あ
る

我
々
労
働
者
の
賃
金
が
持
続
的

に
上
昇
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

公
務
現
場
で
働
く
我
々
の
賃
上

げ
は
、
民
間
組
合
の
賃
上
げ
調

査
を
も
と
に
、
人
事
委
員
会
勧

告
を
経
て
決
定
さ
れ
る
。
働
く

仲
間
全
体
で
の
共
闘
の
観
点
も

ふ
ま
え
、
ま
ず
こ
の
時
期
は
、

民
間
組
合
の
後
押
し
を
し
っ
か

り
行
っ
て
い
く
」
と
決
意
表
明

し
ま
し
た
。

　

集
会
ア
ピ
ー
ル
は
、
連
合
新

潟
青
年
委
員
会
・
櫻
庭
裕
也
副

委
員
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
満
場

の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
連
合
新
潟
地
協
・

丸
山
淳
議
長
の
掛
け
声
に
よ
る

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
集
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

こ
だ
わ
ろ
う
！
く
ら
し
の
向
上

　
　

ひ
ろ
げ
よ
う
！
仲
間
の
輪

を
合
言
葉
に
物
価
に
負
け
な
い

賃
上
げ
を
み
ん
な
で
実
現
し
よ

う
。

　

本
集
会
の
様
子
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
連
合

新
潟
Ｔ
Ｖ
」
で
も
視
聴
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

集
会
の
前
段
に
は
、
や
す
ら

ぎ
提
付
近
を
出
発
し
、
石
宮
公

園
前
ま
で
デ
モ
行
進
を
行
い
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
春
季
生
活

闘
争
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。
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ピットくん

※画像はイメージです。
※在庫状況によっては、他のノベルティをお渡しする場合が
ございます。

※正式申込時点で30歳の方は、ご契約時に31歳を迎えてもキャンペーン
金利を適用します。※実施期間前に正式申込し、ご契約が2027年1月以降と
なる方も対象となる場合がございます。詳しくは店頭へお問い合わせください。

新潟ろうきん 新潟ろうきん 検 索

マイカーローン
金利引下げキャンペーン応援！

30U-

【実施期間】

最新の金利やキャンペーンの詳細は
ホームページからご確認ください

ご好評につき第２弾！

2026年2 1６（月）～12 30（水）まで
キャンペーン金利対象者

最下限金利適用
期間中にマイカーローンを

新規お申込みまたは、ご契約いただいた

３０歳以下の方

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

佐藤委員長の掛け声で力強く団結ガンバロー

退任された曽我睦子さんから
あいさつをいただきました

本部からは、各項目のポイントについて説明がありました

貴重な講演をお聞きしました

2026年３月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第421号

　

政
府
が
進
め
る
裁

量
労
働
制
の
見
直
し

は
、「
柔
軟
な
働
き
方
」

の
名
の
下
に
長
時
間

労
働
を
固
定
化
し
か

ね
な
い
危
険
を
は
ら

む
。
裁
量
労
働
制
は
本
来
の
理

念
と
は
異
な
る
不
適
切
な
適
用

が
既
に
問
題
化
し
て
い
る
中
で
、

監
督
体
制
が
不
十
分
な
ま
ま
規

制
を
緩
め
れ
ば
、
労
働
者
の
健

康
と
生
活
が
犠
牲
に
な
る
の
は

明
ら
か
だ
。
生
産
性
向
上
を
口

実
に
し
た
裁
量
労
働
制
の
見
直

し
に
は
断
固
反
対
で
あ
り
、
そ

ん
な
「
猫
だ
ま
し
」
に
引
っ
か

か
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

�

（
向
正
面
）

女
性
活
躍
の

さ
ら
な
る
推
進
を
め
ざ
し
て

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
19
回
総
会
お
よ
び
記
念
講
演
会
の
開
催

解雇など労働相談に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン

　
第
32
回 

定 

期 

大 

会

全国一斉集中
労働相談ホットライン

� ■■■ 佐渡地協（山際事務局長）発 ■■■
　佐渡地協事務局長に就任して３ヶ月が経ち、月
に何度か島に渡る生活にも慣れてきました。
　ご存知の通り、佐渡は日本海側最大の離島で面
積は東京23区の約1.5倍！島には農村から漁村ま
で様々な集落があり、大佐渡・小佐渡と呼ばれる
ように地域ごとに異なる自然が広がる魅力的な島
です。古くから北前船の交易などで様々な地域の
文化や人々を受け入れてきた歴史から外からきた
人たちに対して寛容な風土があると聞きます。こ
うした風土からか佐渡地協に集う皆さんは大変気
さくで温かく、最初から気持ちよく迎え入れてく
れました。定例の幹事会は温かいアットホームな
雰囲気で、一つひとつの議題に対して、全員で気
軽に意見を出し合いながら進めていきます。また、
皆さん大変仲がよく笑いも絶えません。このよう
な明るく楽しくチームワーク抜群の佐渡地協をこ
れからも宜しくお願いします。

私の地
まち

域からこんにちは！ ⑰

　

連
合
は
、
２
月
17
日
～
18
日
、

「
解
雇
・
雇
止
め
な
ど
雇
用
不

安
に
関
す
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
「
全
国
一
斉
集
中
労
働
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
安
心
し
て
働

け
る
雇
用
を
、
す
べ
て
の
人

に
！
～
み
ん
な
の
力
で
職
場
を

改
善
し
よ
う
～
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

連
合
新
潟
で
は
、
期
間
中
、

９
時
か
ら
19
時
ま
で
対
応
し
、

退
職
勧
奨
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

嫌
が
ら
せ
な
ど
、
４
人
か
ら
相

談
が
あ
り
、
相
談
者
の
切
実
な

悩
み
や
困
り
ご
と
に
連
合
新
潟

の
相
談
員
が
丁
寧
に
対
応
し
ま

し
た
。

　

全
国
一
斉
集
中
労
働
相
談
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
は
年
３
回
実
施
し

て
お
り
、
次
回
は
、
６
月
９
日
、

10
日
の
２
日
間
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
働
く
こ
と
で
困
っ
て
い

る
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
・

秘
密
厳
守
で
対
応
し
ま
す
。

電
話
番
号
・
０
１
２
０
‐
１
５

４
０
５
２
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

い
こ
う
よ
れ
ん
ご
う
に
）

　

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
は
３
月

7
日
、
新
潟
市
内
で
第
32
回
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
佐
藤
春
男
執
行
委
員

長
は
、
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
が

結
成
さ
れ
た
経
緯
や
、
２
０
２

６
春
季
生
活
闘
争
な
ど
に
つ
い

て
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、

連
合
新
潟
・
小
林
会
長
か
ら
応

援
団
と
し
て
の
激
励
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
２
０
２
６
年
度

の
活
動
方
針
、
予
算
、
役
員
体

制
が
審
議
さ
れ
、
満
場
一
致
で

決
定
し
ま
し
た
。

　

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
結
成
か

ら
こ
れ
ま
で
の
間
、
長
き
に
渡

り
書
記
長
を
務
め
ら
れ
た
曽
我

睦
子
さ
ん
が
今
大
会
を
も
っ
て

退
任
さ
れ
、
新
た
な
書
記
長
に

金
子
賢
一
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
佐
藤
執
行
委
員
長
に

よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
（
新
潟
、

富
山
、
石
川
、
福
井
）
は
、
２

月
24
日
に
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や

ま
（
富
山
市
）
で
２
０
２
６
年

度
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
会
議
を

開
催
し
、
連
合
新
潟
女
性
委
員

会
か
ら
宮
澤
委
員
長
（
Ｊ
Ｐ
労

組
）、
阿
部
副
委
員
長
（
日
教

組
）
と
遠
藤
副
事
務
局
長
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
開
催
県
の
連

合
富
山
・
宮
崎
会
長
は
、「
働

く
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
は
課

題
が
多
い
。
２
０
２
６
春
季
生

活
闘
争
の
取
り
組
み
の
中
で
も
、

男
女
間
賃
金
格
差
是
正
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
行
っ
て
い
く
。
ブ
ロ

ッ
ク
女
性
会
議
は
、
各
地
方
連

合
会
の
女
性
役
員
が
一
堂
に
集

う
貴
重
な
場
で
あ
る
。
こ
の
場

で
得
た
気
づ
き
を
今
後
の
活
動

に
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
し
、
参
加
者
を
激
励
し

ま
し
た
。

　

連
合
本
部
か
ら
は
、「
２
０

２
６

－

２
０
２
７
年
度
運
動
方

針
」「
２
０
２
６
春
季
生
活
闘

争
方
針
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・

多
様
性
推
進
関
連
）」「
改
正
労

働
施
策
総
合
推
進
法
を
は
じ
め

と
す
る
法
改
正
の
内
容
及
び
労

働
組
合
の
取
り
組
み
」「
男
女

平
等
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
関
連

の
至
近
の
動
向
」
な
ど
に
つ
い

て
提
起
が
あ
り
、
そ
の
後
の
意

見
交
換
で
は
、
各
地
方
連
合
会

の
活
動
に
お
け
る
課
題
や
悩
み
、

良
好
事
例
の
共
有
な
ど
、
多
く

の
方
か
ら
活
発
な
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　

出
席
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
構
築
で
き
た
こ
と
か
ら
、

女
性
活
躍
の
さ
ら
な
る
推
進
に

向
け
て
、
今
後
も
連
携
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

　

２
月
12
日
、「
新
潟
県
・
食

と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
19
回

総
会
」
が
勤
労
福
祉
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
食
・
緑
・
水
を
中

心
と
し
て
、
食
料
の
安
心
と
安

全
、
農
業
お
よ
び
環
境
問
題
や

生
活
に
関
わ
る
様
々
な
課
題
に

対
し
て
解
決
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
に
は
、
構
成
団
体
で
あ

る
連
合
新
潟
と
コ
ー
プ
デ
リ
に

い
が
た
か
ら
30
人
の
組
合
員
と

12
人
の
役
員
が
参
加
し
、
２
０

２
５
年
度
活
動
経
過
報
告
、
会

計
報
告
、
２
０
２
６
年
度
の
活

動
方
針
、
予
算
、
役
員
体
制
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
記
念
講
演
会
で
は
、

全
日
本
水
道
労
働
組
合
よ
り
村

上
書
記
長
を
講
師
に
お
招
き
を

し
て
、「
水
・
水
道
・
下
水
道

を
め
ぐ
る
様
々
な
課
題
」
と
題

し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
私
た
ち
の
身
近
に

あ
る
「
水
」
に
つ
い
て
、
様
々

な
観
点
か
ら
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
毎
日
使
っ
て
い

る
水
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る

事
が
で
き
、
あ
た
り
前
の
裏
側

に
は
、
そ
こ
で
働
く
人
達
が
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
講
演
の
内
容
を
活
か
し
、

食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は

「
食
・
緑
・
水
」
の
諸
問
題
解

決
に
向
け
て
活
動
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

４月の自治体選挙
連合新潟推薦候補予定者
◇三条市議会議員選挙
� （４月19日投開票　定数22）

岡
おか

本
もと

 康
こう

佑
ゆう

無所属  現②
（42歳）

竹
たけ

山
やま

 嘉
よし

一
かず

無所属  現①
（45歳）

第30回ユースラリー
日時　４月11日（土）15：00～16：50
会場　ガレッソホール　ホールａ
内容　学習会
　　　「賢いお金の使い方・育て方（仮）」
　　　　　 講師：新潟県労働金庫 様


